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一　

は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

二　

旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
と
精
神
的
障
害

　

㈠　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
成
立
過
程

　

㈡　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
関
す
る
基
本
的
内
容

　

㈢　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
と
人
の
精
神

三　

現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程

　

㈠　
「
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」

　

㈡ 　
「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員

会
）」
及
び
「
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査

委
員
会
）」

　

㈢　

 「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
八
九
条
）」（
法
律
取
調

委
員
会
）

　

㈣　
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
六
五
条
）」

四　

若
干
の
検
討

　

㈠　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
と
の
連
続
性

　

㈡　

現
行
刑
法
二
〇
四
条
へ
の
収
斂
の
過
程

　

㈢　
「
身
体
」
の
文
言
と
の
関
係

五　

お
わ
り
に

―
本
稿
の
結
論
と
更
な
る
検
討
課
題

 

薮

中
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二
〇
四
条
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成
立
過
程
に
み
る
傷
害
概
念

―
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に
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一　

は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

　

刑
法
に
お
け
る
傷
害
の
概
念
に
関
し
て
は
、
近
時
、
精
神
的
障
害
が
傷
害
罪
あ
る
い
は
各
種
致
傷
罪
の
傷
害
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と

な
っ
て
い（
1
）る。

　

裁
判
例
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
頃
か
ら
、
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
以
下
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
。）
が
傷
害
罪
・
各
種
致

傷
罪
に
い
う
傷
害
に
該
当
す
る
か
が
争
わ
れ
た
例
が
公
刊
物
上
で
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
最
高
裁
は
、
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
決
定

（
刑
集
六
六
巻
八
号
七
〇
九
頁
）
に
お
い
て
、
当
該
事
案
に
お
け
る
四
名
の
被
害
者
が
発
症
し
た
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
傷
害
と
認
め
、
監
禁
致
傷
罪

の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
判
例
及
び
裁
判
例
に
お
い
て
、
精
神
的
障
害
が
刑
法
上
の
傷
害
に
該
当
し
得
る
こ
と
を
理
論
的
に

否
定
し
た
も
の
は
、
見
当
た
ら
な（
2
）い。

　

学
説
に
お
い
て
は
、
精
神
的
障
害
は
傷
害
に
該
当
し
得
る
と
す
る
見
解
（
以
下
「
精
神
症
状
包
含
説
」
と
い
う
。）
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
生
理
機
能
に
は
身
体
的
機
能
の
み
な
ら
ず
精
神
的
機
能
も
含
ま
れ
…
…
健
康
状
態
に
は
身
体
的
健
康
の
み
な
ら
ず
、
精
神

的
健
康
も
含
ま
れ
る
」
こ
と
か
ら
「
精
神
的
機
能
を
害
し
、
精
神
的
健
康
を
不
良
に
変
更
す
る
こ
と
も
傷
害
に
あ
た
る
」
と
す
る
見（
3
）解や
、

「
健
康
状
態
の
不
良
変
更
と
い
う
意
味
で
の
生
理
的
機
能
の
障
害
に
は
、
身
体
的
機
能
の
障
害
だ
け
で
な
く
精
神
的
機
能
の
障
害
も
含
ま

れ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
」
お
り
、「
精
神
機
能
の
障
害
が
傷
害
に
当
た
り
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
」
と
す
る

見（
4
）解等

が
主
張
さ
れ
て
い（
5
）る。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「『
生
理
的
機
能
』
に
精
神
的
機
能
は
含
ま
れ
」
ず
、
ま
た
、「
傷
害
罪
の
保
護
法
益
と
し
て
の
『
健
康
』
と
は
、
身

体
の
健
康
を
意
味
」
し
「
精
神
の
健
康
は
含
ま
れ
な
い
」
と
す
る
見（
6
）解（

以
下
「
身
体
症
状
限
定
説
」
と
い
う
。）
も
主
張
さ
れ
て
い（
7
）る。

　

ま
た
、「
精
神
的
機
能
の
障
害
は
、
そ
の
存
在
お
よ
び
行
為
と
の
間
の
因
果
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、『
人
の
身
体

4

4

を
傷
害

4

4
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し
た

4

4

』
と
い
う
言
葉
の
可
能
な
意
味
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
の
か
に
も
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
、
精
神
的
障
害
を
理
由
と
す
る
二

〇
四
条
の
適
用
に
文
理
上
の
疑
義
等
を
指
摘
す
る
見（
8
）解も

見
ら
れ
る
。

　

精
神
的
障
害
に
よ
る
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
否
を
考
察
す
る
際
に
、
基
礎
と
な
り
、
議
論
の
出
発
点
と
な
る
の
は
、
傷
害
罪
に
お

け
る
傷
害
概
念
な
い
し
保
護
法
益
の
理
解
で
あ
る
。

　

傷
害
罪
を
規
定
す
る
現
行
刑
法
（
明
治
四
五
年
法
律
第
四
五
号
）
二
〇
四
条
は
、
旧
刑
法
（
明
治
一
三
年
太
政
官
布
告
第
三
六
号
）
三
〇
〇
条

及
び
三
〇
一
条
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
行
刑
法
が
成
立
し
た
第
二
三
回
帝
国
議
会
（
一
九
〇
七
年
）
に

提
出
さ
れ
た
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
六
五（
9
）条）」
の
理
由
書
で
あ
る
「
明
治
四
〇
年
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
『
刑
法

改
正
案
』
理
由
）
10
（
書
」
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
傷
害
概
念
を
考
察
す
る
際
に
は
、
旧
刑
法
の

「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」（
特
に
三
〇
〇
条
及
び
三
〇
一
条
。
以
下
同
じ
。）
の
内
容
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
文
理
に
関
し
て
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
で
は
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
…
…
」
と
い
う
規
定
ぶ
り
に
な
っ
て
お
り
、
現
行
刑
法
二

〇
四
条
の
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
た
者
は
…
…
」
と
い
う
表
現
は
、
現
行
刑
法
の
制
定
過
程
で
初
め
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
鑑
み
、
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
成
立
過
程
に
お
け
る
議
論
や
学
説
に
お
け
る
同
罪
の
理
解
、
現

行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
等
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
精
神
的
健
康
な
い
し
精
神
的
機
能
（
以
下
で
は
単
に
「
人
の
精
神
」
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。）
を
保
護
法
益
に
含
め
て
考
え
る
の
が
傷
害
罪
の
立
法
の
趣
旨
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
）
11
（
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
二
章
で
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
成
立
過
程
を
、
精
神
的
障
害
に
関
す
る
内
容
を
中
心
に
概
観
し
、
そ
の
後
、「
殴
打
創
傷

ノ
罪
」
に
お
い
て
人
の
精
神
が
保
護
法
益
で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
次
に
、
第
三
章
で
は
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
（
す

な
わ
ち
生
じ
た
結
果
に
応
じ
て
規
定
が
細
分
化
さ
れ
て
い
た
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
が
、
現
行
刑
法
の
傷
害
罪
の
包
括
的
な
規
定
に
収
斂
し
て
い
く
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過
程
）
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
第
四
章
で
は
、
前
二
章
に
お
い
て
把
握
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
人
の
精
神
が
傷
害
罪
の
保
護
法
益
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
最
後
に
、
第
五
章
で
は
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
結
論
を
示
す
と
と
も
に
、
更
な
る
検
討
課
題
を
確

認
す
る
。

二　

旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
と
精
神
的
障
害

　

本
章
で
は
、
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
お
い
て
、
人
の
精
神
的
機
能
あ
る
い
は
精
神
的
健
康
が
保
護
法
益
と
さ
れ
て
い
た
の
か

を
考
察
す
る
。

　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
は
、
旧
刑
法
の
「
第
三
編　

身
体
財
産
ニ
対
ス
ル
重
罪
軽
罪
」「
第
一
章　

身
体
ニ
対
ス
ル
罪
」
の
「
第
二
節
」
に

規
定
さ
れ
て
い
た
（
二
九
九
条
以
下
）。
こ
の
う
ち
本
稿
の
主
た
る
検
討
対
象
と
な
る
の
は
、
三
〇
〇
条
及
び
三
〇
一
条
で
あ
る
。

旧
刑
法
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
同
じ
。）

第 

二
百
九
十
九
条　

人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
因
テ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
重
懲
役
ニ
処
ス

第 

三
百
条　

人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
其
両
目
ヲ
瞎
シ
両
耳
ヲ
聾
シ
又
ハ
両
肢
ヲ
折
リ
及
ヒ
舌
ヲ
断
チ
陰
陽
ヲ
毀
敗
シ
若
ク
ハ
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

篤
疾

ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
軽
懲
役
ニ
処
ス

　
　

其
一
目
ヲ
瞎
シ
一
耳
ヲ
聾
シ
又
ハ
一
肢
ヲ
折
リ
其
他
身
体
ヲ
残
虧
シ
癈
疾
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
二
年
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス

第 

三
百
一
条　

人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
二
十
日
以
上
ノ
時
間
疾
病
ニ
罹
リ
又
ハ
職
業
ヲ
営
ム
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
一
年
以
上
三
年
以
下
ノ

重
禁
錮
ニ
処
ス

　
　

其
疾
病
休
業
ノ
時
間
二
十
日
ニ
至
ラ
サ
ル
者
ハ
一
月
以
上
一
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス
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疾
病
休
業
ニ
至
ラ
ス
ト
雖
モ
身
体
ニ
創
傷
ヲ
成
シ
タ
ル
者
ハ
十
一
日
以
上
一
月
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス

㈠　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
成
立
過
程

　

旧
刑
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
司
法
省
に
お
け
る
草
案
編
纂
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
修
正
、
元
老
院
に
お

け
る
審
議
、
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
、
司
法
省
に
お
け
る
草
案
編
纂
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
日
本
人
の
起
草
委
員
を
中
心
に

編
纂
を
行
っ
た
時
期
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
中
心
と
な
り
起
草
し
た
時
期
と
に
分
け
ら
れ
）
12
（

る
。

　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
関
し
て
は
、
司
法
省
に
お
け
る
編
纂
段
階
う
ち
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
中
心
と
な
っ
て
起
草
を
行
っ
た
時
期
が
重

要
で
あ
る
。
特
に
精
神
的
障
害
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
「
日
本
刑
法
草
按　

第
一
）
13
（

稿
」
及
び
「
日
本
刑
法
草
案　

第

二
）
14
（
稿
」
を
め
ぐ
り
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
編
纂
委
員
の
鶴
田
晧
と
の
間
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
精
神
的
障
害
に
関
す
る
内
容
を
中
心
に
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
成
立
過
程
を
概
観
す
る
。

1　
「
日
本
刑
法
草
按　

第
一
稿
」
の
内
容
と
同
草
按
を
め
ぐ
る
議
論

　
「
日
本
刑
法
草
按　

第
一
稿
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
三
六
一
条
に
関
し
て
、
鶴
田
晧
か
ら
、
一
時
的
な
昏
倒
気
絶
が
「
知
覚
精
神
ヲ
喪

失
」
し
た
場
合
に
含
ま
れ
る
の
か
を
確
認
す
る
発
言
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
含
ま
れ
な
い
旨
答
え
て
い
）
15
（
る
。

第 

三
百
六
十
一
条　

故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
撃
創
傷
シ
其
視
聴
言
語
ノ
活
機
ヲ
廃
絶
シ
又
ハ
両
肢
ヲ
折
リ
及
ヒ
陰
陽
ヲ
毀
敗
シ
若
シ
ク
ハ
知
覚
精
神
ヲ
喪

失
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
重
懲
役
ニ
処
ス

　
　

予
メ
謀
テ
殴
傷
シ
前
項
ノ
篤
疾
ニ
致
ス
者
ハ
重
懲
役
ノ
長
期
ニ
処
ス
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鶴 

田
「
此
第
三
百
六
十
一
条
ノ
〔
『
〕
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
タ
ル
者
』
ト
ハ
全
ク
一
時
昏
倒
気
絶
セ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
ニ
モ
係
ル
ヘ
キ
ヤ
」

ボ 

ア
ソ
ナ
ー
ド
「
否
ナ
此
『
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
タ
ル
』
ト
ハ
一
時
昏
倒
気
絶
セ
シ
メ
タ
ル
事
ヲ
云
フ
ニ
ア
ラ
ス
其
殴
撃
創
傷
シ
タ
ル
ニ
因
テ
一

生
ノ
瘋
癲
即
馬
鹿
ニ
ナ
リ
タ
ル
時
ヲ
云
フ
」

鶴 
田
「
然
ラ
ハ
其
意
味
ヲ
分
明
ニ
示
ス
ヘ
キ
為
メ
『
篤〇

疾〇

ニ
致
シ
タ
ル
者
』
ノ
一
語
ヲ
加
ヘ
即
〔
『
〕
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
篤
疾
ニ
致
シ
タ
ル

者
』
ニ
作
ル
ヘ
シ
」

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
「
然
リ
」

2　
「
日
本
刑
法
草
案　

第
二
稿
」
の
内
容
と
同
草
案
を
め
ぐ
る
議
論

　
「
日
本
刑
法
草
案　

第
二
稿
」
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
関
す
る
規
定
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
）
16
（
る
。

第 

三
百
三
十
八
条　

故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
因
テ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
重
懲
役
ニ
処
ス

　

 　

其
視
聴
言
語
ノ
活
機
ヲ
廃
絶
シ
又
ハ
両
肢
ヲ
折
リ
及
ヒ
陰
陽
ヲ
毀
敗
シ
若
ク
ハ
知
覚
精
神
ヲ
喪
失

0

0

0

0

0

0

0

セ
シ
メ
テ
人
ニ
〔
ヲ
〕
篤
疾
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ

軽
懲
役
ニ
処
ス

第 

三
百
三
十
九
条　

故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
打
シ
其
肢
体
ヲ
折
跌
シ
及
ヒ
一
目
ヲ
瞎
シ
其
他
身
体
ヲ
不
具
ニ
至
ラ
シ
メ
若
ク
ハ
精
神
ヲ
錯
乱
セ
シ
メ
テ
人

ヲ
癈
疾
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
二
年
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
二
十
円
以
上
五
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

第 

三
百
四
十
条　

故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
打
シ
二
十
日
以
上
ノ
時
間
疾
病
ニ
罹
リ
又
ハ
職
業
ヲ
営
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
ラ
タ
ル
者
ハ
一
年
以

上
三
年
以
下
ノ
重
禁
錮
十
円
以
上
三
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　
　

其
疾
病
休
業
ノ
時
間
二
十
日
ニ
至
ラ
サ
ル
時
ハ
一
月
以
上
一
年
以
下
ノ
重
禁
錮
五
円
以
上
二
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　
　

疾
病
休
業
ニ
至
ラ
ス
ト
雖
モ
身
体
ニ
傷
痍
ヲ
成
サ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
十
一
日
以
上
一
月
以
下
ノ
重
禁
錮
二
円
以
上
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス
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こ
の
「
第
二
稿
」
の
諸
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ま
ず
鶴
田
晧
か
ら
、
致
死
の
場
合
を
定
め
た
三
三
八
条
一
項
に
つ
い
て
は
別
条
を
設
け

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
）
17
（

る
。

　

ま
た
、
三
三
八
条
二
項
に
つ
い
て
、
鶴
田
か
ら
「
活
機
ノ
字
而
已
ニ
テ
ハ
其
部
分
分
明
ナ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
の
理
由
で
、「
両
目
ヲ

瞎
シ
両
耳
ヲ
聾
シ
又
ハ
両
肢
ヲ
折
リ
舌
ヲ
断
チ
陰
陽
ヲ
毀
敗
シ
云
々
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
が
あ
り
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
仮
ニ

貴
説
ノ
如
ク
改
メ
置
ク
ヘ
シ
」
と
答
え
て
い
）
18
（

る
。

　

続
い
て
、
三
三
八
条
二
項
の
「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
」
と
三
三
九
条
の
「
精
神
ヲ
錯
乱
」
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て

い
）
19
（

る
。鶴 

田
「
又
此
条
ノ
『
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
云
々
』
ト
次
条
ノ
「
精
神
ヲ
錯
乱
云
々
」
ハ
其
区
別
判
然
セ
ス
或
ヒ
ハ
混
視
ス
ル
ノ
恐
レ
ア
ラ
ン
ト
ス
」

ボ 

ア
ソ
ナ
ー
ド
「『
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
云
々
』
ト
ハ
一
時
ノ
錯
乱
ニ
ア
ラ
ス
竟
ニ
之
ヲ
喪
失
ス
ル
者
ヲ
云
フ
又
『
精
神
錯
乱
』
ト
ハ
一
時
ノ
錯
乱
ヲ
云

フ
」

鶴 

田
「
然
シ
喪
失

8

8

ト
錯
乱
ト
ノ
内
ニ
モ
各
其
時
日
ニ
長
短
ア
リ
故
ニ
一
概
ニ
其
長
短
ヲ
以
テ
区
別
シ
難
シ
故
ニ
寧
ロ
次
条
ノ
〔
『
〕
精
神
ヲ
錯
乱
』
ノ

字
ハ
之
ヲ
削
ラ
ン
ト
ス
」

ボ 

ア
ソ
ナ
ー
ド
「
然
ラ
ハ
之
レ
ハ
次
条
ニ
就
テ
議
定
ス
ヘ
シ
」

　
　
　
（
中
略
）

鶴 

田
「
此
第
三
百
三
十
九
条
『
肢
体
ヲ
折
跌
シ
及
ヒ
一
目
ヲ
瞎
シ
其
他
身
体
ヲ
不
具
ニ
至
ラ
シ
メ
若
シ
〔
ク
ハ
〕
精
神
ヲ
錯
乱
セ
シ
メ
云
々
』
ヲ
改
メ

『
一
目
ヲ
瞎
シ
一
耳
ヲ
襲
シ
一
肢
ヲ
折
リ
其
他
身
体
ヲ
残
虧
シ
タ
ル
』
云
々
ニ
作
ル
ヘ
シ
而
シ
テ
其
精
神
錯
乱
ノ
甚
シ
キ
ハ
前
条
ノ
精
神
ヲ
喪
失
セ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

シ
メ
タ
ル
者
ト
為
シ
又
其
一
時
錯
乱
ニ
止
ル
ハ
後
条
ノ
休
業
ノ
時
日
ニ
依
テ
罰
ス
ル
事
ト
為
ヘ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

ボ 

ア
ソ
ナ
ー
ド
「
成
程
精
神
錯
乱
ノ
内
ニ
ハ
長
ク
引
続
テ
錯
乱
ス
ル
ト
一
時
錯
乱
ス
ル
ト
ノ
区
別
ア
リ
故
ニ
之
レ
ヲ
削
リ
テ
貴
説
ノ
如
ク
看
做
ス
モ
妨

ケ
ナ
シ
」
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こ
の
鶴
田
晧
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
議
論
か
ら
、
一
時
的
な
精
神
錯
乱
に
つ
い
て
は
、
休
業
期
間
に
応
じ
て
捕
捉
す
る
意
図
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

3　
「
確
定　

日
本
刑
法
草
案　

完
（
明
治
一
〇
年
一
一
月
上
申
）」
の
内
容

　

以
上
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
「
確
定　

日
本
刑
法
草
案　

完
（
明
治
一
〇
年
一
一
月
上
）
20
（
申
）」
が
作
成
さ
れ
る
。「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
各

規
定
に
関
し
て
は
、
こ
の
「
確
定
稿
」
に
お
い
て
既
に
旧
刑
法
の
規
定
と
ほ
ぼ
同
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
次
の
傍
線
部
は
、
刑
法
草
案
審
査

局
の
審
査
修
正
の
段
階
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
点
で
あ
り
、
波
線
部
は
修
正
さ
れ
た
点
で
あ
る
。）。

〔
第
三
百
三
十
四
条　

故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
因
テ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
重
懲
役
ニ
処
ス
〕

第 

三
百
三
〔
十
〕
四
〔
五
〕
条　

故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
両
目
ヲ
瞎
シ
両
耳
ヲ
聾
シ
又
ハ
両
肢
ヲ
折
リ
舌
ヲ
断
チ
陰
陽
ヲ
毀
敗
シ
若
ク
ハ
知
覚

精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
篤
疾
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
軽
懲
役
ニ
処
ス

　

 　

其
一
目
ヲ
瞎
シ
一
耳
ヲ
聾
シ
又
ハ
一
肢
ヲ
折
リ
其
他
身
体
ヲ
残
虧
シ
癈
疾
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
二
年
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
二
十
円
以
上
五
十
円

以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

第 

三
百
三
十
六
条　

故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
二
十
日
以
上
ノ
時
間
疾
病
ニ
罹
リ
又
ハ
職
業
ヲ
営
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
一

年
以
上
三
年
以
下
ノ
重
禁
錮
十
円
以
上
三
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　
　

其
疾
病
休
業
ノ
時
間
二
十
日
ニ
至
ラ
サ
ル
者
ハ
一
月
以
上
一
年
以
下
ノ
重
禁
錮
五
円
以
上
二
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　
　

疾
病
休
業
ニ
至
ラ
ス
ト
雖
モ
身
体
ニ
創
傷
ヲ
成
シ
タ
ル
者
ハ
十
一
日
以
上
一
月
以
下
ノ
重
禁
錮
二
円
以
上
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

4　

刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
修
正
）
21
（

等

　

刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
修
正
の
段
階
で
作
成
さ
れ
た
「
刑
法
草
案
修
正
稿
）
22
（
本
」
及
び
「
刑
法
草
案
修
正
第
二
）
23
（
稿
」
と
前
述
の
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「
確
定
稿
」
の
内
容
と
を
対
比
す
る
と
、「
故
意
ヲ
以
テ
」
の
表
現
が
削
除
さ
れ
、「
職
業
ヲ
営
ス
ル
コ
ト
」
は
「
職
業
ヲ
営
ム
コ
ト
」
と

修
正
さ
れ
て
い
）
24
（

る
。
ま
た
、
法
定
刑
か
ら
罰
金
刑
が
削
除
さ
れ
て
い
）
25
（

る
。

㈡　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
関
す
る
基
本
的
内
容

　

本
節
で
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
関
す
る
基
本
的
内
容
を
、
次
節
以
降
の
考
察
に
資
す
る
限
度
で
確
認
す
）
26
（
る
。

1　

創
傷
手
段
な
い
し
因
果
経
過
と
し
て
の
「
殴
打
」
に
つ
い
て

　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
で
は
、
生
じ
た
結
果
が
重
い
順
に
条
文
が
配
列
さ
れ
て
お
）
27
（
り
、
①
死
亡
（
二
九
九
条
）、
②
篤
疾
（
三
〇
〇
条
一
項
）、

③
癈
疾
（
三
〇
〇
条
二
項
）、
④
二
〇
日
以
上
の
疾
病
又
は
営
業
不
能
（
三
〇
一
条
一
項
）、
⑤
二
〇
日
未
満
の
疾
病
休
業
（
三
〇
一
条
二
項
）、

⑥
疾
病
休
業
に
至
ら
な
い
身
体
の
創
傷
（
三
〇
一
条
三
項
）
の
六
種
類
の
結
果
が
規
定
さ
れ
て
い
）
28
（
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
条

文
上
、
い
ず
れ
も
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
」
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
殴
打
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
た
だ
「
打
つ
と
の
み
解
す
べ
き
に
非
ず
し
て
泛
く
腕
力
を
以
て
人
の
身
体
に
加
ふ
る
所
為
を
指

示
し
た
る
文
）
29
（

辞
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
学
説
が
共
通
し
て
認
識
し
て
い
た
点
で
あ
）
30
（

る
。

　

し
か
し
、「
殴
打
」
は
「
無
形
精
神
上
ノ
手
段
ヲ
含
マ
」
）
31
（
ず
、「
腕
力
を
用
い
て
創
傷
又
は
疾
病
を
得
せ
し
め
た
る
に
非
ざ
れ
ば
他
の
犯

罪
を
成
す
は
格
別
殴
打
創
傷
罪
」
は
構
成
し
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
）
32
（

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、「
形
容
言
語
ノ
類
ヲ
以
テ
専
ラ
人
ノ
精

神
ヲ
苦
ム
ル
ハ
学
術
上
名
ケ
テ
之
ヲ
無
形
ノ
暴
行
ト
云
フ
之
カ
為
ニ
疾
病
ニ
罹
リ
甚
シ
キ
ハ
死
ニ
至
ル
事
」
も
あ
る
が
「
刑
法
ノ
適
用
ト

シ
テ
ハ
無
罪
ニ
決
ス
ル
ノ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
す
る
説
明
も
見
ら
れ
）
33
（
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
で
は
、
創
傷
等
を
惹
起
す
る
手
段
あ
る
い
は
因
果
経
過
と
し
て
「
殴
打
」
が
要
求
さ
れ
て
い
た
点
は
、

現
行
刑
法
二
〇
四
条
と
の
重
要
な
相
違
点
で
あ
る
。
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2　
「
篤
疾
」
及
び
「
癈
疾
」
に
つ
い
て

　

三
〇
〇
条
に
み
ら
れ
る
「
篤
疾
」
及
び
「
癈
疾
」
の
文
言
は
、
既
に
新
律
綱
領
及
び
改
定
律
例
等
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で

あ
）
34
（
る
。
こ
の
篤
疾
及
び
癈
疾
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
篤
疾
ニ
係
ル
ト
キ
ハ
、
終
身
廃
人
ト
為
リ
、
癈
疾
ニ
係
ル
ト
キ
ハ
、
終
身
不
具
ト

為
）
35
（
ル
」
と
の
説
明
が
端
的
で
あ
）
36
（
る
。

　

篤
疾
に
関
し
て
は
、
三
〇
〇
条
一
項
に
六
種
類
の
症
状
（「
両
目
ヲ
瞎
シ
」、「
両
耳
ヲ
聾
シ
」、「
両
肢
ヲ
折
リ
」、「
舌
ヲ
断
チ
」、「
陰
陽
ヲ
毀
敗

シ
」、「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
つ
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
致
死
を
除
く
「
最
モ
重
キ
不

治
ノ
創
傷
若
干
種
ヲ
予
見
セ
リ
其
中
一
ハ
身
体
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
ハ
精
神
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
説
明
し
て
い
る
。
精
神
的
障

害
と
の
関
係
で
は
、「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
た
場
合
が
規
定
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
こ
の
「
知
覚

精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
た
場
合
を
、「
人
ヲ
シ
テ
全
ク
職
業
ヲ
営
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ラ
シ
メ
最
モ
不
幸
ニ
遭
遇
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と

評
し
て
い
）
37
（
る
。

　

癈
疾
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
大
判
明
治
三
九
年
三
月
五
日
（
刑
録
一
二
輯
六
巻
三
〇
五
頁
）
は
、「
刑
法
第
三
百
条
第
二
項
ニ
…
…
所

謂
癈
疾
ト
ハ
殴
打
創
傷
ノ
為
メ
ニ
被
害
者
ノ
身
神
ノ
健
全
ナ
ル
状
態
ニ
不
治
ノ
障
礎
ヲ
生
シ
タ
ル
場
合
ニ
其
障
礎
カ
一
時
的
ノ
モ
ノ
ニ
ア

ラ
ス
シ
テ
治
療
ノ
望
ミ
ナ
ク
為
メ
ニ
被
害
者
ヲ
シ
テ
其
健
康
状
態
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ノ
喪
失
ニ
因
リ
終
世
不
具
ノ
状
態
ニ
陥
ラ
シ
ム
ヘ
キ

モ
ノ
ヲ
指
」
す
と
判
示
し
て
い
る
。

㈢　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
と
人
の
精
神

　

本
節
で
は
、
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
人
の
精
神
的
健
康
な
い
し
精
神
的
機
能
が
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1　

三
〇
〇
条
一
項
と
精
神
的
障
害
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ま
ず
、
篤
疾
に
係
る
三
〇
〇
条
一
項
に
は
、「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
た
場
合
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
人
の
精
神
も
保

護
法
益
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文
言
で
あ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
の
意
義
に
関
し
て
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
鶴
田
晧

と
の
間
で
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
と
、
ま
ず
「
日
本
刑
法
草
按　

第
一
稿
」
を

め
ぐ
る
議
論
か
ら
は
、
一
時
的
な
昏
倒
気
絶
は
「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
た
場
合
に
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
）
38
（
る
。
次
に
「
日
本
刑
法
草
案　

第
二
稿
」
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
は
、
甚
だ
し
い
精
神
錯
乱
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
は
「
知
覚
精
神
ヲ

喪
失
セ
シ
メ
」
た
場
合
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
）
39
（

る
。

　

学
説
に
お
い
て
は
、「『
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
』
ト
ハ
白
痴
又
ハ
瘋
癲
等
ニ
致
ス
ヲ
云
）
40
（
フ
」、「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
テ
…
…
知
覚
精
神

ヲ
喪
失
セ
シ
メ
テ
痴
呆
瘋
癲
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
」
こ
と
は
「
篤
疾
ニ
致
」
す
こ
と
で
あ
）
41
（

る
、
あ
る
い
は
、
篤
疾
と
は
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ 

テ
…
…
智
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
テ
痴
呆
瘋
癲
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
ヲ
イ
）
42
（
フ
」
等
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
い
う
「
白
痴
」
や
「
瘋
癲
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
精
神
状
態
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
関

す
る
記
述
を
確
認
し
て
も
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
）
43
（
い
。

　

そ
こ
で
、
参
考
の
た
め
に
、「
知
覚
精
神
ノ
喪
失
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
七
八
）
44
（

条
（「
罪
ヲ
犯
ス
時
知
覚
精
神
ノ
喪
失

0

0

0

0

0

0

0

ニ
ヨ
リ
テ
是
非

ヲ
弁
別
セ
サ
ル
者
ハ
其
罪
ヲ
論
セ
ス
」）
に
関
す
る
記
述
を
見
て
み
る
と
、「
白
痴
」、「
瘋
癲
」、「
マ
ニ
ー
」
な
い
し
「
モ
ノ
マ
ニ
ー
（
偏

狂
）」
が
、「
知
覚
精
神
ノ
喪
失
」
状
態
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
）
45
（

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
白
痴
」
と
は
「
生
レ
ナ
カ
ラ

ニ
シ
テ
事
理
ヲ
識
別
ス
ル
ノ
脳
力
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、「
瘋
癲
」
と
は
「
生
来
能
力
ヲ
有
セ
シ
モ
事
ニ
因
リ
病
ヲ
起
メ
遂
ニ
精

神
ヲ
喪
失
シ
タ
ル
モ
ノ
」、「
マ
ニ
ー
」
と
は
「
定
マ
レ
ル
或
ル
事
件
ニ
偏
シ
テ
狂
セ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
）
46
（
る
。
責
任
能
力

に
関
す
る
七
八
条
の
「
知
覚
精
神
ノ
喪
失
」
と
三
〇
一
条
一
項
の
「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
と
で
は
、
内
容
が
同
一
で
あ
る
と
は
限

ら
な
い
。
し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
症
状
が
人
の
精
神
の
障
害
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
参
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考
に
な
る
部
分
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
）
47
（
る
。

　

な
お
、
三
〇
〇
条
一
項
の
「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
に
関
し
て
は
、
医
学
的
な
見
地
か
ら
、「『
知
覚
精
神
』
ト
ア
ル
知
覚
ノ
二
字

ハ
…
…
全
ク
衍
字
ニ
シ
テ
本
項
ノ
精
神
ヲ
言
ヒ
顕
ス
ニ
ハ
唯
精
神
ノ
二
字
ヲ
以
テ
十
分
」
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、「『
精
神
ノ
喪
失
』
ヲ

『
精
神
ノ
疾
病
』
ト
改
メ
サ
レ
ハ
実
際
ノ
事
実
ニ
反
ス
如
何
ト
ナ
レ
ハ
精
神
病
者
ノ
精
神
状
態
ハ
多
ク
ハ
変
常
ニ
シ
テ
真
ニ
喪
失
ス
ル
者

却
テ
少
ナ
」
い
と
す
る
意
見
も
見
ら
れ
）
48
（

る
。

2　

三
〇
一
条
と
精
神
的
障
害

　

三
〇
一
条
に
関
し
て
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
成
立
過
程
で
作
成
さ
れ
た
「
日
本
刑
法
草
案　

第
二
稿
」
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
知

覚
精
神
の
喪
失
に
至
ら
な
い
程
度
の
精
神
錯
乱
は
、
休
業
期
間
に
応
じ
て
、
同
条
で
捕
捉
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で

き
）
49
（

る
。

　

ま
た
、
学
説
に
お
い
て
は
、
三
〇
一
条
の
「
疾
病
」
は
、「
頭
部
ヲ
殴
打
シ
テ
精
神
ヲ
害
シ
タ
ル
場
合
等
ヲ
モ
包
含
セ
シ
ム
ル
」
も
の

で
あ
る
と
の
指
摘
が
見
ら
れ
）
50
（

る
。

　

こ
こ
か
ら
、
三
〇
一
条
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
人
の
精
神
的
機
能
な
い
し
精
神
的
健
康
は
、
保
護
法
益
（
の
一
部
）
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
た
と
い
え
）
51
（

る
。

三　

現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程

　

旧
刑
法
の
成
立
・
施
行
後
、
現
行
刑
法
の
制
定
ま
で
の
間
に
は
、
各
種
の
改
正
案
・
草
案
が
作
成
さ
れ
て
い
）
52
（
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
現

行
刑
法
二
〇
四
条
（
傷
害
罪
）
と
の
関
係
で
は
、
①
「
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」、
②
「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改

正
審
査
委
員
会
）」
及
び
「
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」、
③
司
法
省
法
律
取
調
委
員
会
（
刑
法
改
正
起
草
委
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員
会
）
の
作
成
に
係
る
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
八
九
条
）」、
そ
し
て
、
④
第
二
三
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
明
治

三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
六
五
）
53
（

条
）」
が
重
要
で
あ
）
54
（

る
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
案
・
草
案
を
重
要
と
し
て
検
討
の
対
象
と
す
る
主
な
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
各
種
改
正
案
・
草
案
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
…
…
」（
旧
刑
法
）、「
人
ヲ
殴
打
シ
テ
…
…
」（
①
「
明
治

二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」）
と
い
う
表
現
に
か
わ
っ
て
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
と
同
様
の
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
…
…
」
と
い
う
表
現
が
あ

ら
わ
れ
た
の
が
、
遅
く
と
も
②
「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
③
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
八
九
条
）」（
法
律
取
調
委
員
会
）
を
め
ぐ
る
法
律
取
調
委
員
会
総
会
に
お
け
る
審
議
に

お
い
て
、
生
じ
た
結
果
に
よ
る
規
定
の
細
分
化
を
廃
止
し
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
よ
う
な
包
括
的
な
規
定
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
第

二
三
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
④
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
六
五
条
）」
で
は
、
傷
害
罪
に
お
い
て
も
刑
の
細
分
化
が

廃
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
経
緯
が
あ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
①
〜
④
の
改
正
案
・
草
案
の
内
容
的
な
変
遷
等
を
概
観
す
る
。

㈠　
「
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草

）
55
（案
」

第 

二
百
八
十
八
条　

人
ヲ
殴
打
シ
テ
其
身
体
若
ク
ハ
精
神
ニ
疾
病
、
創
傷
ヲ
生
セ
シ
メ
因
テ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
二
等
有
期
懲
役
ニ
処
ス

第 

二
百
八
十
九
条　

人
ヲ
殴
打
シ
テ
五
官
ノ
一
ヲ
失
ハ
シ
メ
又
ハ
四
肢
ノ
一
若
ク
ハ
陰
陽
ノ
使
用
ヲ
失
ハ
シ
メ
其
他
重
大
ナ
ル
不
治
ノ
疾
病
、
創
傷
ヲ

生
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
三
等
有
期
懲
役
ニ
処
ス

第 

二
百
九
十
条　

人
ヲ
殴
打
シ
テ
前
条
ニ
記
載
シ
タ
ル
ヨ
リ
軽
キ
疾
病
〔
、
〕
創
傷
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
三
月
以
上
五
年
以
下
ノ
有
役
禁
錮
ニ
処
ス

　
　

其
疾
病
ノ
時
間
二
十
日
ニ
至
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
十
一
日
以
上
二
月
以
下
ノ
有
役
禁
錮
ニ
処
ス
但
被
害
者
ノ
告
訴
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
訴
追
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ス
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こ
の
草
案
は
、
明
治
二
四
年
一
月
、
第
一
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

人
の
精
神
と
の
関
係
で
は
、
致
死
罪
を
定
め
た
二
八
八
条
に
「
身
体
若
ク
ハ
精
神

0

0

ニ
疾
病
、
創
傷
ヲ
生
セ
シ
メ
」
と
の
文
言
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
旧
刑
法
に
み
ら
れ
た
「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
の
文
言
は
な
い
。
同
草
案
に
係
る
「
刑
法
案
説
明
）
56
（
書
」
を
確
認
し
て

も
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
関
し
て
は
、「
人
ヲ
殴
打
シ
テ
疾
病
ヲ
生
セ
シ
メ
其
時
間
二
十
日
ニ
至
ラ
サ
ル
」
場
合
は
、
直
ち
に
処
罰
す
る

の
は
穏
当
を
欠
き
、
ま
た
、
実
際
上
、
犯
人
と
被
害
者
と
の
間
で
私
和
が
な
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
告
訴
を
要
す
る
こ
と
と

し
た
旨
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。

　

同
草
案
二
八
八
条
に
お
い
て
の
み
精
神
の
疾
病
を
考
慮
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と
、
旧
刑
法
下
に
お
い
て
人
の
精
神
が
保
護
法
益

と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同
草
案
の
二
八
九
条
や
二
九
〇
条
の
「
疾
病
」
に
精
神
の
疾
病
が
含
ま
れ

て
い
た
と
の
理
解
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
資
料
等
は
な
く
、
判
然
と
し
な
い
。

　

な
お
、
同
草
案
に
は
、「
殴
打
ト
称
ス
ル
ハ
総
テ
暴
行
其
他
人
ヲ
疾
病
、
創
傷
ニ
致
ス
ノ
意
ヲ
以
テ
行
ヒ
タ
ル
匪
曲
ノ
所
為
ヲ
包
含

ス
」
と
い
う
規
定
（
一
一
五
条
）
が
見
ら
れ
る
。

㈡ 　
「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員

）
57
（会
）」
及
び
「
明
治
三
〇
年
『
刑
法

草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員

）
58
（会
）」

第 

二
百
五
十
九
条
〔
第
二
百
六
十
三
条
〕　

人
ノ
身
体
ヲ
傷
害
シ
タ
ル
者
ハ
五
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
若
ク
ハ
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　
　

婦
女
ノ
頭
髪
ヲ
切
断
又
ハ
毀
損
シ
タ
ル
者
亦
同
シ

第 

二
百
六
十
条
〔
第
二
百
六
十
四
条
〕　

身
体
傷
害
ニ
因
リ
左
ノ
結
果
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス

　
　

一　

一
目
又
ハ
両
目
ノ
視
能
ノ
喪
失

　
　

二　

一
耳
又
ハ
両
耳
ノ
聴
能
ノ
喪
失
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三　

語
能
ノ
喪
失

　
　

四　

一
手
若
ク
ハ
一
足
以
上
〔
一
肢
以
上
〕
ノ
使
用
ノ
不
能

　
　

五　

陰
陽
ノ
不
能

　
　

六　

重
大
ニ
シ
テ
不
治
ナ
ル
精
神
又
ハ
身
体
ノ
疾
病

　
　

七　

流
産

第 

二
百
六
十
一
条
〔
第
二
百
六
十
五
条
〕　

身
体
傷
害
ニ
因
リ
人
ヲ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
有
期
懲
役
ニ
処
ス

　
　

直
系
ノ
尊
属
親
ニ
対
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
無
期
又
ハ
十
年
以
上
〔
七
年
以
上
〕
ノ
懲
役
ニ
処
ス

　

こ
の
二
つ
の
刑
法
草
案
は
、
い
ず
れ
も
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
の
作
成
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る

（
明
治
三
十
年
草
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
八
年
草
案
と
異
な
る
点
を
〔　

〕
内
に
示
し
）
59
（
た
。）。

　

両
草
案
を
、
旧
刑
法
や
先
の
「
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」
と
対
比
す
る
と
、
①
条
文
の
配
列
が
、
生
じ
た
結
果
の
軽
い
順
か
ら
重

い
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
テ
…
…
」
あ
る
い
は
「
人
ヲ
殴
打
シ
テ
…
…
」
と
い
う
規
定
ぶ
り
か
ら
現
行
刑
法
二

〇
四
条
と
同
様
の
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
…
…
」
と
い
う
表
現
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
③
婦
女
の
頭
髪
の
切
断
・
毀
損
に
つ
い
て
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
④
精
神
的
障
害
に
関
し
て
、「
重
大
ニ
シ
テ
不
治
ナ
ル
精
神
…
…
ノ
疾
病
」
が
重
い
傷
害
結
果
と
し
て
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
の
検
討
対
象
と
の
関
係
で
は
、
②
④
が
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
）
60
（

る
。

　

な
お
、
両
草
案
以
前
の
明
治
二
六
年
に
、「
我
が
国
法
医
学
の
草
分
け
で
あ
る
片
山
国
嘉
博
士
が
、
そ
の
法
医
学
の
立
場
か
ら
旧
刑
法

の
殴
打
創
傷
罪
の
規
定
を
批
判
し
）
61
（

た
」
も
の
と
し
て
、『
刑
法
改
正
私
考
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
年
六
月
に
「
当
局
者
ノ
覧
ニ
供
」
さ
れ
、

同
年
九
月
に
「
世
ニ
公
ニ
」
さ
れ
て
い
）
62
（

る
。
こ
の
中
で
は
、「
創
傷
」
を
「
傷
害
」
と
改
め
る
べ
き
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

は
「
傷
害
」
の
意
義
に
つ
い
て
、「
損
傷
」（
開
口
損
傷
（
創
傷
）
及
び
不
開
口
損
傷
）
と
「
疾
病
」
と
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
が
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示
さ
れ
て
い
）
63
（
る
。

㈢　
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
八
九

）
64
（条

）」（
法
律
取
調
委
員
会
）

第 
二
百
二
十
五
条　

人
ノ
身
体
ヲ
傷
害
シ
タ
ル
者
ハ
三
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
五
百
円
以
下
ノ
罰
金
若
ク
ハ
科
料
ニ
処
ス

第 

二
百
二
十
六
条　

身
体
傷
害
ニ
因
リ
左
ノ
結
果
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
一
年
以
上
十
年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス

　
　

一
〜
五　

略
（「
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」
と
同
じ
）

　
　

六　

重
大
ニ
シ
テ
不
治
ナ
ル
精
神
、
身
体
ノ
疾
病
又
ハ
外
観
ノ
不
具

　
　

七　

流
産

第 

二
百
二
十
七
条　

身
体
傷
害
ニ
因
リ
人
ヲ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
二
年
以
上
ノ
有
期
懲
役
ニ
処
ス

　
　

自
己
又
ハ
配
偶
者
ノ
直
系
尊
属
ニ
対
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
無
期
又
ハ
三
年
以
上
ノ
懲
役
ニ
処
ス

　

こ
の
改
正
案
は
、
法
律
取
調
委
員
会
の
第
五
回
総
会
に
お
い
て
設
置
す
る
と
さ
れ
た
刑
法
改
正
起
草
委
員
会
に
よ
る
も
の
で
あ
）
65
（
る
。
同

改
正
案
と
「
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」
と
を
比
較
す
る
）
66
（

と
、
婦
女
の
頭
髪
の
切
断
・
毀
損
に
関
す
る

規
定
が
な
い
こ
）
67
（
と
、
二
二
六
条
六
号
に
お
い
て
「
重
大
ニ
シ
テ
不
治
ナ
ル
精
神
、
身
体
ノ
疾
病
又
ハ
外
観
ノ
不
具

0

0

0

0

0

0

0

」
と
規
定
さ
れ
、「
外

観
ノ
不
具
」
が
重
傷
害
罪
の
結
果
の
一
つ
に
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
）
68
（

と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

当
該
改
正
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、
法
律
取
調
委
員
会
で
次
の
よ
う
な
重
要
な
議
論
が
見
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
法
律
取
調
委
員
会
委
員
総
会
日
誌
第
二
五
回
（
明
治
三
九
年
一
二
月
二
四
）
69
（

日
）」
に
よ
れ
ば
、
磯
部
四
郎
委
員
か
ら
、「
第

二
百
二
十
五
条
ト
第
二
百
二
十
六
条
ト
ヲ
合
併
シ
第
二
百
二
十
六
条
ノ
区
別
ヲ
廃
シ
刑
期
ヲ
広
ク
シ
タ
シ
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
定
刑
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
か
ら
意
見
を
問
わ
れ
た
提
案
者
の
磯
部
四
郎
委
員
は
「
十
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年
以
下
位
ニ
シ
タ
シ
」
と
発
言
し
、
採
決
の
結
果
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
い
）
70
（
る
。

㈣　
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
六
五

）
71
（条

）」

第
二
百
五
）
72
（

条　

人
ノ
身
体
ヲ
傷
害
シ
タ
ル
者
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
五
百
円
以
下
ノ
罰
金
若
ク
ハ
科
料
ニ
処
ス

第
二
百
六
条　

身
体
傷
害
ニ
依
リ
人
ヲ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
二
年
以
上
ノ
有
期
懲
役
ニ
処
ス

　
　

自
己
又
ハ
配
偶
者
ノ
直
系
尊
属
ニ
対
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
無
期
又
ハ
三
年
以
上
ノ
懲
役
ニ
処
ス

　

こ
の
改
正
案
は
、
第
二
三
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
改
正
案
で
は
、
傷
害
罪
に
つ
い
て
も
、
生
じ
た
結
果
に
応
じ

た
刑
の
細
分
化
が
廃
止
さ
れ
て
、
幅
の
広
い
法
定
刑
が
規
定
さ
れ
て
い
）
73
（

る
。
こ
の
よ
う
に
傷
害
罪
と
傷
害
致
死
罪
と
の
間
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
重
傷
害
罪
の
規
定
が
姿
を
消
し
た
の
は
、
明
治
三
九
年
一
二
月
二
四
日
の
法
律
取
調
委
員
会
総
会
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
は
既
に
見

た
と
お
り
で
あ
る
。

　

傷
害
罪
に
つ
い
て
は
、
第
二
三
回
帝
国
議
会
の
審
議
で
内
容
的
な
変
更
は
な
さ
れ
て
い
な
）
74
（
い
。

四　

若
干
の
検
討

　

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
に
関
す
る
理
解
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
お
け
る
各

種
改
正
案
・
草
案
の
内
容
的
な
変
遷
等
を
踏
ま
え
て
、
人
の
精
神
的
健
康
な
い
し
精
神
的
機
能
を
傷
害
罪
の
保
護
法
益
に
含
め
る
こ
と
が

立
法
の
趣
旨
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
き
、
若
干
の
考
察
を
行
う
。
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㈠　
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
と
の
連
続
性

　
「
明
治
四
〇
年
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
『
刑
法
改
正
案
』
理
由
）
75
（

書
」
に
よ
れ
ば
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
は
、
旧
刑
法
の
「
第
三
百
一

条
、
三
百
条
ニ
修
正
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
）
76
（

ノ
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
修
正
ノ
主
要
ナ
ル
点
」
と
し
て
は
、
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
と
の
名
称
が
不
適
当
で
あ
っ
た
た
め
、「
本
案
ハ
改
メ
）
77
（
テ
傷
害
ノ

罪
ト
名
ツ
ケ
汎
ク
身
体
傷
害
ニ
関
ス
ル
規
定
タ
ル
コ
ト
ヲ
明
ニ
」
し
、「
殴
打
以
外
ノ
方
法
ニ
依
リ
又
ハ
外
部
ニ
創
傷
ヲ
生
セ
ス
シ
テ
傷

害
ヲ
生
シ
タ
ル
場
合
ノ
如
キ
モ
皆
之
ヲ
包
含
ス
ル
」
こ
と
を
示
し
た
点
、
ま
た
、
旧
刑
法
で
は
、「
結
果
ニ
依
リ
刑
ヲ
異
ニ
シ
之
カ
為
メ

数
条
ヲ
設
」
け
て
い
た
が
、
傷
害
致
死
罪
を
別
と
す
る
ほ
か
は
「
概
括
シ
テ
規
定
シ
最
モ
広
キ
範
囲
ノ
刑
ヲ
定
メ
一
ニ
判
事
ノ
裁
量
ニ
一

任
ス
ル
コ
ト
ト
」
し
た
点
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
78
（

る
。

　

ま
た
、「
修
正
ノ
理
由
」
と
し
て
は
、
旧
刑
法
三
〇
〇
条
及
び
三
〇
一
条
で
は
、
疾
病
休
業
の
日
数
等
の
生
じ
た
結
果
に
応
じ
て
「
細

密
ナ
ル
区
分
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
「
徒
ニ
裁
判
上
ノ
不
都
合
ヲ
生
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
実
際
上
疾
病
休
業
ノ
日
数
ヲ
予
定
シ
テ

創
傷
ノ
軽
重
ヲ
分
ツ
如
キ
ハ
其
正
確
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
極
メ
テ
困
難
」
で
あ
っ
た
た
め
、
改
正
案
に
お
い
て
は
、「
全
ク
此
等
ノ
区
分
ヲ
廃

止
シ
概
括
的
ニ
刑
ノ
種
類
及
ヒ
範
囲
ヲ
設
ケ
裁
判
所
ヲ
シ
テ
十
分
事
情
ヲ
斟
酌
シ
自
由
ニ
適
宜
ノ
刑
ヲ
科
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
為
シ
タ
」
等

と
さ
れ
て
い
）
79
（
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
修
正
ノ
主
要
ナ
ル
点
」
や
「
修
正
ノ
理
由
」
の
内
容
か
ら
は
、
旧
刑
法
三
〇
〇
条
・
三
〇
一
条
を
修
正
す
る
趣
旨
は
、

結
果
惹
起
の
手
段
的
限
定
を
廃
止
す
る
点
、
身
体
の
内
部
的
な
障
害
も
傷
害
で
あ
る
こ
と
を
示
す
点
、
結
果
に
よ
る
規
定
の
細
分
化
を
や

め
て
広
い
法
定
刑
を
定
め
る
こ
と
で
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
る
適
切
な
科
刑
を
実
現
す
る
点
等
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
何
ら
か
の
修
正
・
変
更
を
加
え
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
見
ら

れ
な
い
。
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こ
の
た
め
、
本
稿
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
と
現
行
刑
法
の
傷
害
罪
と
の
間
に
は
保
護
法
益
の
理
解
に
お
い
て
連
続
性
が
認
め
ら
れ
、

現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
傷
害
概
念
を
考
察
す
る
際
に
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
の
理
解
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
、
人
の
精
神
が
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
と
、
篤
疾
に
係
る
三
〇
〇
条
一
項
で

は
「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
タ
」
場
合
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
成
立
過
程
に
お
け
る
議
論
か
ら
は
、
知
覚
精
神
の
喪
失
に
至
ら

な
い
程
度
の
精
神
錯
乱
に
つ
い
て
は
、
休
業
期
間
に
応
じ
て
、
三
〇
一
条
で
捕
捉
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
か
ら
、
人
の
精
神
的
健
康
な
い
し
精
神
的
機
能
は
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
）
80
（

る
。

　

し
か
し
、
仮
に
、
人
の
精
神
が
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
で
あ
っ
た
と
い
え
た
と
し
て
も
、
旧
刑
法
の
制
定
・
施
行
時
に
お
け

る
精
神
）
81
（

病
と
現
代
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
の
精
神
的
障
害
と
で
は
内
容
が
異
な
り
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
に
関
す
る
理
解
は
、

人
の
精
神
が
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
保
護
法
益
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
参
考
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問

が
生
じ
得
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
る
と
、
旧
刑
法
の
成
立
・
施
行
時
の
裁
判
医
学
（
法
医
学
）
の
文
）
82
（
献
を
紐
解
け
ば
、
次

の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
「
不
致
死
殴
打
創
傷
論
」
と
い
う
章
で
は
、
頭
部
、
面
部
、
頸
部
等
の
創
傷
部
位
ご
と
に
各
種
の
症
状
が
説
明
さ
れ
て
い
）
83
（
る
。
こ

の
う
ち
頭
部
に
関
す
る
内
容
を
見
る
と
、
頭
部
の
損
傷
に
よ
っ
て
発
症
す
る
精
神
病
に
つ
い
て
「
頭
蓋
創
傷
（
脳
創
傷
）
ノ
往
々
精
神
病

ノ
誘
因
ト
為
ル
ハ
近
世
ニ
至
リ
テ
一
般
ニ
確
定
シ
タ
ル
事
実
ナ
リ
」
と
の
記
述
等
が
見
ら
れ
）
84
（

る
。
ま
た
、
同
章
に
は
「
精
神
ノ
驚
愕
ニ
起

因
シ
タ
ル
精
神
病
ニ
在
リ
テ
ハ
智
力
ノ
障
害
ハ
僅
少
ニ
シ
テ
心
思
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
却
テ
多
シ
…
…
」
と
、
既
に
心
因
性
の
精
神
病
と
思
わ

れ
る
症
状
の
記
述
も
見
ら
れ
）
85
（

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
書
に
は
、「
精
神
病
論
」
に
つ
い
て
一
章
が
設
け
ら
れ
て
お
）
86
（
り
、
た
と
え
ば
「
鬱
憂
狂
及
ヒ
鬱
憂
性
妄
想
狂
」
の
項
目
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で
は
、「
鬱
憂
狂
」
の
「
主
徴
」
と
し
て
「
精
神
機
能
抑
鬱
シ
テ
苦
痛
的
ノ
感
覚
ヲ
生
シ
之
カ
為
メ
ニ
神
思
沈
鬱
シ
テ
憂
苦
悲
哀
ノ
域
ニ

彷
徨
ス
ル
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
）
87
（

る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
を
見
る
限
り
で
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
が
処
罰
の
対
象
と
し
た
精
神
的
障
害
が
、
現
代
に
い
う
精
神
的
障
害
と
は
全

く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保
護
法
益
に
人
の
精
神
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
理
解
が
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
考
察
に
際

し
て
役
立
た
な
い
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
に
お
い
て
も
人
の
精
神
面
が
（
少
な
く
と
も
一
定
の
態
様
・
限
度
で
は
）

保
護
法
益
で
あ
る
と
の
理
解
を
導
く
も
の
と
考
え
る
。

㈡　

現
行
刑
法
二
〇
四
条
へ
の
収
斂
の
過
程

　

本
節
で
は
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
が
成
立
す
る
過
程
で
、
人
の
精
神
を
傷
害
罪
の
保
護
法
益
か
ら
除
く
よ
う
な
議
論
が
見
ら
れ
た
の
か

に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

　

現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
お
け
る
各
種
の
改
正
案
・
草
案
を
見
る
と
、「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正

審
査
委
員
会
）」
以
降
、
司
法
省
法
律
取
調
委
員
会
の
刑
法
改
正
起
草
委
員
会
の
作
成
に
係
る
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
八

九
条
）」
ま
で
は
、
重
大
で
不
治
の
精
神
の
疾
病
が
重
傷
害
罪
の
結
果
の
一
つ
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
）
88
（

た
。

　

そ
の
後
、
重
傷
害
罪
の
規
定
は
、
第
二
三
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
六
五
条
）」
で
は
見

ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
九
年
一
二
月
二
四
日
の
法
律
取
調
委
員
会
委
員
総
会
に
お
い
て
、
傷
害
罪
の
規
定
と
重
傷
害
罪
の
規

定
と
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
条
文
と
し
、
法
定
刑
を
広
げ
る
べ
き
旨
の
提
案
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
こ
の
提
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
法
律
取
調
委
員
会
総
会
に
お
け
る
審
議
の
内
容
を
確
認
す
る
限
り
、
少
な
く

と
も
、
精
神
的
健
康
な
い
し
精
神
的
機
能
を
傷
害
罪
の
保
護
法
益
か
ら
排
斥
す
る
趣
旨
の
発
言
・
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
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現
行
刑
法
二
〇
四
条
が
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
条
文
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
人
の
精
神
的
健
康
あ
る
い
は
精
神
的
機

能
に
つ
い
て
は
、（
少
な
く
と
も
一
定
の
態
様
・
限
度
で
は
）
傷
害
罪
の
保
護
法
益
と
す
る
の
が
立
法
の
趣
旨
で
あ
っ
た
と
い
え
る
も
の
と
考

え
る
。

㈢　
「
身
体
」
の
文
言
と
の
関
係

　

以
上
の
よ
う
に
、
人
の
精
神
は
、
少
な
く
と
も
一
定
の
態
様
・
限
度
に
お
い
て
は
傷
害
罪
の
保
護
法
益
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
現
行
刑

法
二
〇
四
条
の
保
護
法
益
に
人
の
精
神
が
一
切
含
ま
れ
な
い
と
は
考
え
に
く
い
と
し
て
も
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
が
「
人
を
傷
害 

し
…
…
」
と
は
規
定
し
て
お
ら
ず
、「
人
の
身
体
を
傷
害
し
…
…
」
と
の
規
定
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
別
途
検
討
を
要
す

る
。

　

現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
お
け
る
各
種
の
改
正
案
・
草
案
の
う
ち
、「
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」
は
、
ま
だ
「
人
ヲ
殴

打
シ
テ
…
…
」
と
の
規
定
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
と
同
様
の
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
…
…
」
と
い
う
表
現
と
な
る

の
は
、
遅
く
と
も
「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
）
89
（

会
）」
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
草
案
以
降
の
各
種

改
正
案
・
草
案
で
は
、
こ
の
表
現
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
明
治
二
四
年
頃
か
ら
明
治
二
八
年
頃
に
か
け
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
…
…
」
と
い
う
表

現
が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
人
の
精
神
的
健
康
な
い
し
精
神
的
機
能
を
傷
害
罪
の
保
護
法
益
か
ら
排
斥
す
る
意
図
が
あ
っ

た
の
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」
及
び
「
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省

刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」
を
作
成
し
た
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
に
よ
る
公
式
の
も
の
で
は
な
い
が
、
刑
法
改
正
審
査
委
員
の
校
閲
に
よ
る

書
籍
が
存
在
す
）
90
（

る
。
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同
書
が
解
説
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、「
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治

二
八
年
草
案
と
明
治
三
〇
年
草
案
と
は
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
参
照
す
る
と
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
を
「
傷
害
ノ
罪
」
と

改
め
た
こ
と
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
）
91
（
る
。

　

殴
打
ノ
方
法
ニ
因
ラ
ス
シ
テ
人
ノ
身
体
ヲ
創
傷
シ
又
ハ
疾
病
ヲ
得
セ
シ
メ
若
ク
ハ
精
神
ノ
錯
乱
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
者
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
殴
打
創
傷
罪
ト

シ
テ
罰
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ノ
不
都
合
ヲ
生
ス
故
ニ
…
…
汎
ク
是
等
ノ
モ
ノ
ヲ
包
含
セ
シ
メ
ン
カ
為
メ
ニ
之
ヲ
傷
害
ノ
罪
ト
改
メ
苟
ク
モ
人
ノ
身
体
ヲ

傷
害
シ
タ
ル
者
ハ
其
手
段
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ス
総
テ
之
ヲ
罰
ス
ル
コ
ト
ト
為
シ
タ
リ

　

こ
の
記
述
は
、
精
神
的
障
害
が
傷
害
に
該
当
す
る
か
を
直
接
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
殴
打
の
方
法
に
よ
ら
ず
に
「
精
神
ノ
錯
乱
ヲ
生
セ
シ
メ
」
た
行
為
を
傷
害
罪
に
お
い
て
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
わ
れ

る
記
述
で
あ
る
。
傷
害
罪
規
定
に
お
け
る
「
身
体
」
の
文
言
を
、
傷
害
概
念
か
ら
精
神
的
障
害
を
排
除
す
る
趣
旨
で
用
い
る
こ
と
は
、
こ

の
意
図
と
は
逆
の
結
果
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
身
体
」
の
文
言
は
、「
精
神
」
と
相
対
す
る
概
念
な
い
し
文
言
と
し

て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
「
身
体
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
精
神
機
能
を
内
包
す
る
、
人
の
生
身
の
『
か
ら
だ
』
を
い
）
92
（

う
」
と
い
う
見

解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
も
理
由
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
）
93
（
る
。

五　

お
わ
り
に

―
本
稿
の
結
論
と
更
な
る
検
討
課
題

　

本
稿
で
は
、
人
の
精
神
的
健
康
な
い
し
精
神
的
機
能
が
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
保
護
法
益
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
同
条
の
成
立
過
程
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に
遡
っ
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

本
稿
の
結
論
は
、
人
の
精
神
は
、
少
な
く
と
も
一
定
の
態
様
な
い
し
限
度
で
は
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
傷
害
罪
に
お
け
る
保
護
法
益

で
あ
る
と
の
理
解
が
、
沿
革
的
に
は
自
然
な
理
解
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
四
条
の
前
身
で
あ
る
旧
刑
法
の
「
殴

打
創
傷
ノ
罪
」
に
お
い
て
人
の
精
神
が
保
護
法
益
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
現
行
刑
法
の
成
立
過
程
で
は
重
大
不
治
の
精
神
の
疾
病
が
重
傷

害
罪
の
結
果
と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
り
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
傷
害
罪
は
そ
の
重
傷
害
罪
の
規
定
を
取
り
込
む
形
で
成
立
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
二
〇
四
条
の
「
身
体
」
の
文
言
は
、
必
ず
し
も
人
の
精
神
を
傷
害
罪
の
保
護
法
益
か
ら
除
外
す
る
趣
旨
で
規
定
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
と
理
解
で
き
る
こ
と
に
よ
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
は
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
か
ら
人
の
精
神
を
一
切
排
除
し
て
し
ま
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、

傷
害
の
程
度
や
傷
害
惹
起
の
態
様
な
い
し
因
果
経
過
等
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
障
害
が
傷
害
に
該
当
す
る
と
理
解
す
べ
き
と
ま
で

主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
で
は
無
形
的
な
方
法
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
傷
害
も
処
罰
対
象
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
）
94
（

る
。
こ
れ
に

対
し
て
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
で
は
無
形
的
な
手
段
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
結
果
惹
起
に
は
「
殴
打
」
と
い
う
特
定
の
手
段
な
い
し
因

果
経
過
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
現
行
刑
法
制
定
過
程
に
お
け
る
各
種
の
改
正
案
・
草
案
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
重
大
不
治
の
精
神
の
疾
病
が
重
傷
害
罪
の
結

果
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
柱
書
に
は
「
身
体
傷
害
に
よ
り
左
の
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
者
は
…
…
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
て
、
精
神
的
障
害
に
つ
い
て
は
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
（
の
一
部
）
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
身
体
に
対
し
て
作
用
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
前
提
す
べ
き
で
あ
る
と
の
理
解
や
、
更
に
は
、
精
神
的
障
害
は
、
身
体
的
障
害
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
付
加
的
に
（
い
わ
ば
「
＋
α
」
と
し
て
）
傷
害
罪
で
捕
捉
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
理
解
も
あ
り
得
る
も
の
と
考
え
）
95
（
る
。
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な
お
、「
身
体
」
の
文
言
と
の
関
係
で
は
、
精
神
的
健
康
の
侵
害
な
い
し
精
神
的
機
能
の
障
害
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
記
憶
・
忘
却

等
の
様
々
な
情
報
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
脳
に
対
し
て
、
量
的
・
質
的
に
許
容
範
囲
を
超
え
る
情
報
・
ス
ト
レ
ス
等
を
与
え
る
こ
と
等
に

よ
り
、
脳
に
機
能
障
害
が
生
じ
た
状
態
で
あ
る
と
評
価
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
96
（
る
。

　

こ
れ
ら
の
考
え
方
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
内
容
の
み
で
結
論
を
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
別
の
機
会
に
改
め
て
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
た
）
97
（

い
。

（
1
）  

最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
（
刑
集
六
六
巻
八
号
七
〇
九
頁
）
等
。
同
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
杉
田
雅
彦
「
判
批
」
交
通
事
故
判
例
速
報
五

五
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
一
頁
以
下
、
神
村
昌
通
「
判
批
」
研
修
七
七
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
頁
以
下
、
豊
田
兼
彦
「
判
批
」
法
学
セ
ミ

ナ
ー
六
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
四
三
頁
、
近
藤
和
哉
「
判
批
」
法
学
教
室
三
八
九
号
別
冊
「
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
二
」（
二
〇
一
三
年
）

三
四
頁
、
深
野
友
裕
「
判
批
」
警
察
公
論
六
八
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
八
八
頁
以
下
、
田
川
靖
紘
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
五
号
（
二

〇
一
三
年
）
一
四
五
頁
、
島
岡
ま
な
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
五
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
五
七
頁
等
。

（
2
）  

精
神
的
障
害
に
よ
る
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
た
判
例
・
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的

障
害

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
議
論
を
中
心
に
」
法
学
政
治
学
論
究
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
九
六
頁
以
下
に
お
い
て
、（
若
干
の
）

紹
介
及
び
整
理
を
試
み
た
。

（
3
）  

山
口
厚
「
傷
害
の
意
義
」
同
『
新
判
例
か
ら
見
た
刑
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
二
頁
。

（
4
）  

佐
伯
仁
志
「
身
体
に
対
す
る
罪
」
法
学
教
室
三
五
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
四
頁
。

（
5
）  

福
田
平
『
刑
法
各
論
〔
第
三
版
増
補
〕』（
二
〇
〇
二
年
）
一
五
一
頁
、
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
各
論
）〔
第
三
版
増
補
版
〕』（
二
〇
〇
五
年
）

二
四
頁
以
下
及
び
六
五
七
頁
以
下
、
高
橋
則
夫
『
刑
法
各
論
』（
二
〇
一
一
年
）
四
五
頁
以
下
、
西
田
典
之
『
刑
法
各
論
〔
第
六
版
〕』（
二
〇
一

二
年
）
四
一
頁
以
下
、
大
谷
實
『
刑
法
講
義
各
論
〔
新
版
第
四
版
〕』（
二
〇
一
三
年
）
二
四
頁
以
下
等
。
ま
た
、
井
田
良
「
傷
害
の
概
念
を
め

ぐ
っ
て
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
一
七
頁
以
下
等
。

（
6
）  

林
幹
人
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
と
傷
害
」
同
『
判
例
刑
法
』（
二
〇
一
一
年
）
二
四
七
頁
以
下
〔
初
出
は
、
判
例
時
報
一
九
一
九
号
（
二
〇
〇
六

年
）〕。
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（
7
）  

同
旨
、
林
美
月
子
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
傷
害
」
神
奈
川
法
学
三
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
八
五
頁
以
下
。

（
8
）  

松
原
芳
博
「
身
体
に
対
す
る
罪
・
そ
の
一
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
八
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
七
頁
。

（
9
）  

内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
6
）
日
本
立
法
資
料
全
集
26
』（
一
九
九
五
年
）
二
五
七
頁
以
下
、
二
七
六
頁
。
松
尾
浩
也
増

補
改
題
『
増
補　

刑
法
沿
革
綜
覧 

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
2
』（
一
九
九
〇
年
）
一
五
五
五
頁
、
一
五
八
六
頁
。

（
10
）  
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
三
五
二
頁
以
下
。

（
11
）  
本
稿
は
、
信
山
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
『
日
本
立
法
資
料
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
種
資
料
を
主
な
対
象
と
し
て
検
討
・
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
中
で
言
及
す
る
資
料
の
名
称
や
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
同
全
集
に
拠
っ
て
い
る
。
な
お
、
旧
字
・
合
字
等
は
基
本
的
に

新
字
に
改
め
た
。

（
12
）  

旧
刑
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
小
早
川
欣
吾
『
明
治
法
制
史
論　

公
法
之
部　

下
巻
』（
一
九
四
〇
年
）
九
七
八
頁
以
下
、
西
原
春
夫

「
刑
法
制
定
史
に
あ
ら
わ
れ
た
明
治
維
新
の
性
格

―
日
本
の
近
代
化
に
お
よ
ぼ
し
た
外
国
法
の
影
響
・
裏
面
か
ら
の
考
察

―
」
比
較
法
学
三

巻
一
号
（
一
九
六
七
年
）
五
一
頁
以
下
、
新
井
勉
「
旧
刑
法
の
編
纂
（
一
）（
二
・
完
）」
法
学
論
叢
九
八
巻
一
号
（
一
九
七
五
年
）
五
四
頁
以

下
・
九
八
巻
四
号
（
一
九
七
六
年
）
九
八
頁
以
下
、
石
井
良
助
編
『
明
治
文
化
史　

第
二
巻　

法
制
』（
一
九
八
〇
年
）
四
五
二
頁
以
下
、
吉
井

蒼
生
夫
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
別
冊
（
1
）　

刑
法
草
按
注
解
上 

日
本
立
法
資
料
全
集
8
』（
一
九
九
二
年
）
三
頁
以
下
等
。

（
13
）  

西
原
春
夫
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕（
2
）
―
Ⅰ
日
本
立
法
資
料
全
集
30
』（
一
九
九
五
年
）
二
三
二
頁
以
下
。「
第
一
稿
」
は
、

一
八
七
六
年
一
二
月
二
八
日
に
正
院
に
上
申
さ
れ
て
い
る
。
同
書
七
頁
。

（
14
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
2
）
―
Ⅰ
』（
前
掲
注
（
13
））
三
四
七
頁
以
下
。

（
15
）  

西
原
春
夫
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕（
3
）
―
Ⅲ 

日
本
立
法
資
料
全
集
34
』（
一
九
九
七
年
）
一
五
九
頁
以
下
。

（
16
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
2
）
―
Ⅰ
』（
前
掲
注
（
13
））
三
七
九
頁
以
下
。

（
17
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
一
七
〇
頁
。

（
18
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
一
七
〇
頁
。

（
19
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
一
七
〇
頁
以
下
。

（
20
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
2
）
―
Ⅰ
』（
前
掲
注
（
13
））
八
〇
三
頁
以
下
。

（
21
）  

刑
法
草
案
審
査
局
及
び
同
局
に
お
け
る
審
査
修
正
に
関
し
て
は
、
浅
古
弘
「
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」
早
稲
田
法
学
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二

年
）
三
七
九
頁
以
下
等
。
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（
22
）  

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
『
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
』（
一
九
八
四
年
）
三
九
頁
以
下
。

（
23
）  

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
（
前
掲
注
（
22
））
一
二
七
頁
以
下
。

（
24
）  

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
（
前
掲
注
（
22
））
一
〇
〇
頁
。

（
25
）  
村
田
保
『
刑
法
註
釈　

巻
六
』（
一
八
八
一
年
）
七
丁
で
は
、「
殴
打
創
傷
罪
ニ
於
テ
罰
金
ヲ
付
加
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
被
害
者
ノ
要
償
ヲ
妨
ケ
サ
ル

カ
為
ナ
リ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
村
克
彦
『
暴
力
犯
群
像
』（
一
九
八
四
年
）
三
頁
以
下
参
照
。

（
26
）  

「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
西
村
『
暴
力
犯
群
像
』（
前
掲
注
（
25
））
三
頁
以
下
等
。

（
27
）  

現
行
刑
法
と
は
異
な
り
、
結
果
の
重
い
順
に
条
文
が
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
第
一
節　

謀
殺
故
殺
ノ
罪
」
に
お
い
て
、
最
も
重
い
謀
殺
罪

か
ら
規
定
し
た
こ
と
と
の
関
係
で
あ
る
。
西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
一
四
一
頁
。

（
28
）  

「
第
四
編　

違
警
罪
」
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
四
二
五
条
九
号
は
、「
人
ヲ
殴
打
シ
テ
創
傷
疾
病
ニ
至
ラ
サ
ル
者
」
を
、「
三
日
以
上
十
日
以

下
ノ
拘
留
」
又
は
「
一
円
以
上
一
円
九
十
五
銭
以
下
ノ
科
料
」
に
処
し
て
い
る
。
こ
の
四
二
五
条
九
号
と
現
行
刑
法
二
〇
八
条
（
暴
行
罪
）
と
は
、

「
同
一
ノ
趣
旨
」
の
規
定
で
あ
る
。
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
三
五
四
頁
、
松
尾
増
補
解
題
（
前
掲
注
（
9
））
二
二
〇

一
頁
。

（
29
）  

宮
城
浩
蔵
『
刑
法
正
義
』（
一
九
八
四
年
〔
一
八
九
三
年
〕）
六
四
一
頁
。

（
30
）  

ほ
か
に
、
た
と
え
ば
、
勝
本
勘
三
郎
『
刑
法
析
義
各
論
之
部
下
巻
〔
第
四
版
〕』（
一
九
〇
三
年
）
四
九
頁
で
は
、「
殴
打
創
傷
ト
ハ
…
…
凡
テ

人
身
ニ
対
シ
損
害
ヲ
与
ヘ
タ
ル
行
為
ヲ
総
括
シ
タ
ル
一
種
ノ
専
門
語
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）  

岡
田
朝
太
郎
『
刑
法
講
義
全
』（
一
九
〇
三
年
）
二
二
九
頁
。

（
32
）  

宮
城
『
刑
法
正
義
』（
前
掲
注
（
29
））
六
四
一
頁
。

（
33
）  

岡
田
朝
太
郎
『
日
本
刑
法
論
各
論
之
部
』（
一
八
九
五
年
）
七
二
三
頁
。

（
34
）  

近
藤
圭
三
訓
注
『
新
律
綱
領
改
定
律
例
合
巻
註
釈　

巻
四
』（
一
八
七
四
年
）
二
四
丁
、
石
井
紫
郎
ほ
か
校
注
『
法
と
秩
序
』（
一
九
九
二
年
）

二
五
頁
及
び
二
六
七
頁
等
。

（
35
）  

井
上
操
『
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
述
義　

第
三
編
（
上
）
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
128
』（
一
九
九
九
年
〔
一
八
九
〇
年
〕）
六
六
頁
以
下
。

（
36
）  

ほ
か
に
、
た
と
え
ば
、
亀
山
貞
義
講
述
『
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
講
義　

巻
之
二 

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
252
』（
二
〇
〇
二
年
〔
一
八
九
八

年
〕）
四
二
四
頁
で
は
、
篤
疾
は
「
人
ノ
四
肢
五
官
ノ
機
能
ヲ
失
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
癈
疾
は
「
唯
其
ノ
機
能
ノ
働
キ
ヲ
鈍
ク
ス
ル
モ

ノ
」
で
あ
る
旨
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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（
37
）  

吉
井
蒼
生
夫
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
別
冊
（
2
）　

刑
法
草
按
注
解
下 

日
本
立
法
資
料
全
集
9
』（
一
九
九
二
年
）
九
〇
頁
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

『
刑
法
草
案
註
釈
（
下
巻
）』（
一
九
八
八
年
〔
一
八
八
六
年
〕）
三
三
四
頁
以
下
も
同
旨
で
あ
る
。

（
38
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
一
五
九
頁
以
下
。

（
39
）  
西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
一
七
〇
頁
以
下
。

（
40
）  
小
疇
伝
『
日
本
刑
法
論
（
各
論
）』（
一
九
〇
五
年
）
六
〇
九
頁
。

（
41
）  
高
木
豊
三
『
校
訂
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
義
解
（
第
三
編
・
第
四
編
） 

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
73
』（
一
九
九
六
年
〔
一
八
八
二
年
〕）
八
三

六
頁
。

（
42
）  

堀
田
正
忠
『
刑
法
釋
義　

第
三
篇
・
第
四
篇 

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
178
』（
二
〇
〇
〇
年
〔
一
八
八
五
年
〕）
一
〇
七
頁
。

（
43
）  

新
律
綱
領
・
改
定
律
例
で
は
、「
瘋
癲
人
」
に
よ
る
殺
人
等
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
瘋
癲
人
」
に
つ
い
て
は
「
精
神
病
者
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
石
井
ほ
か
校
注
（
前
掲
注
（
34
））
二
六
一
頁
以
下
。

（
44
）  

同
条
は
、「
第
一
編　

総
則
」「
第
四
章　

不
論
罪
及
ヒ
減
軽
」「
第
一
節　

不
論
罪
及
ヒ
宥
恕
減
軽
」
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）  

宮
城
浩
蔵
『
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
講
義
〔
第
四
版
〕
第
一
巻　

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
79
』（
一
九
九
八
年
〔
一
八
八
七
年
〕）
五
一
二
頁

以
下
等
。
な
お
、
高
木
豊
三
『
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
講
義
録　

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
110
』（
一
九
九
九
年
〔
一
八
八
六
年
〕）
二
四
五
頁
以

下
も
参
照
。

（
46
）  

宮
城
『
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
講
義
〔
第
四
版
〕
第
一
巻
』（
前
掲
注
（
45
））
五
一
二
頁
以
下
等
。

（
47
）  

「
モ
ノ
マ
ニ
ー
」
に
つ
い
て
は
、「
簡
単
に
説
明
し
て
お
け
ば
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
ご
く
理
性
的
で
、
精
神
病
の
よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
な
に

か
一
つ
き
っ
か
け
が
あ
る
と
突
然
衝
動
的
に
殺
人
や
放
火
な
ど
と
い
っ
た
凶
悪
な
犯
罪
を
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
精
神
病
が
『
モ
ノ
マ
ニ
ー
』
と

呼
ば
れ
た
。」
と
の
説
明
が
あ
る
。
波
多
野
敏
「
モ
ノ
マ
ニ
ー
と
刑
事
責
任

―
一
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
法
と
医
学
（
一
）」
京

都
学
園
法
学
一
四
号
（
一
九
九
四
年
）
二
頁
。

（
48
）  

片
山
国
嘉
『
刑
法
改
正
私
考
』
片
山
国
嘉
著
・
杉
本
憲
編
『
法
医
学
説
林
（
片
山
先
生
在
職
十
年
祝
賀
紀
念
）』（
一
八
九
九
年
）
四
八
〇
頁
以

下
。『
刑
法
改
正
私
考
』
は
、
明
治
二
六
年
六
月
に
「
当
局
者
ノ
覧
ニ
供
シ
」、
同
年
九
月
に
「
世
ニ
公
ニ
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
片
山
著
・
杉

本
編
『
法
医
学
説
林
』
四
六
三
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
後
掲
の
注
（
62
）
及
び
注
（
63
）
も
参
照
。

（
49
）  

西
原
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
一
七
〇
頁
以
下
。

（
50
）  

磯
部
四
郎
『
改
訂
増
補　

刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
講
義　

下
巻
第
二
分
冊　

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
141
』（
一
九
九
九
年
〔
一
八
八
三
年
〕）
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八
七
〇
頁
。

（
51
）  

な
お
、
精
神
錯
乱
に
関
し
て
は
、
旧
刑
法
三
四
八
条
後
段
に
、「
薬
酒
等
ヲ
用
ヒ
人
ヲ
昏
睡
セ
シ
メ
又
ハ
精
神
ヲ
錯
乱
セ
シ
メ
テ
姦
淫
シ
タ
ル

者
ハ
…
…
」
と
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
精
神
錯
乱
が
、
旧
刑
法
三
五
一
条
の
「
前
数
条
ニ
記
載
シ
タ
ル
罪
ヲ
犯
シ
因
テ
人
ヲ
死
傷
ニ
致
シ
タ
ル

者
」
の
「
傷
」
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
条
文
の
成
立
過
程
で
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
西
原
ほ
か
編
著
『
旧

刑
法
（
3
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
15
））
三
六
一
頁
以
下
。

（
52
）  
現
行
刑
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
小
早
川
（
前
掲
注
（
12
））
一
〇
二
六
頁
以
下
、
西
原
（
前
掲
注
（
12
））
七
五
頁
以
下
、
石
井
（
前
掲

注
（
12
））
四
九
一
頁
以
下
等
。
ま
た
、
現
行
刑
法
制
定
過
程
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
吉
井
蒼
生
夫
「
現
行
刑
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
」
同

『
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
』（
一
九
九
六
年
）
一
六
三
頁
等
。

（
53
）  

当
該
改
正
案
に
つ
い
て
は
、「
明
治
四
〇
年
『
刑
法
改
正
案
』」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
二

五
頁
等
。

（
54
）  

現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
、
小
早
川
欣
吾
「
片
山
国
嘉
博
士
の
『
刑
法
改
正
私
考
』」
同
『
続
明
治
法
制
叢

考
』（
一
九
三
四
年
）
一
五
七
頁
以
下
等
。

（
55
）  

内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
1
）
―
Ⅲ　

日
本
立
法
資
料
全
集
20
―
3
』（
二
〇
〇
九
年
）
一
八
七
頁
。

（
56
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
1
）
―
Ⅲ
』（
前
掲
注
（
55
））
二
一
六
頁
。

（
57
）  

内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
2
）
日
本
立
法
資
料
全
集
21
』（
一
九
九
三
年
）
一
七
二
頁
。

（
58
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
2
）』（
前
掲
注
（
57
））
一
七
二
頁
。

（
59
）  

「
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
）」
は
、
編
別
が
『
総
則
』『
罪
名
』
の
二
編
で
あ
る
こ
と
、
条
文
数
が
大
幅
に

削
減
し
て
い
る
こ
と
、
一
八
九
九
年
六
月
六
日
の
法
典
調
査
会
刑
法
連
合
会
第
一
回
に
お
い
て
、「『
明
治
三
〇
年
案
』
を
原
案
と
す
る
『
現
行
刑

法
』（
旧
刑
法
）
の
根
本
的
改
正
を
行
う
方
針
が
決
定
し
た
」
こ
と
等
か
ら
、
現
行
刑
法
の
「
原
型
を
な
す
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
内
田
ほ
か
編

著
『
刑
法
（
2
）』（
前
掲
注
（
57
））
一
〇
頁
以
下
。

（
60
）  

な
お
、
明
治
三
〇
年
草
案
と
（「
外
観
ノ
不
具
」
の
文
言
の
有
無
以
外
は
）
同
様
の
「
明
治
三
四
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
三
〇
〇
条
）」（
内

田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
3
）
―
Ⅰ 

日
本
立
法
資
料
全
集
22
』（
一
九
九
四
年
）
五
五
頁
）
に
対
し
て
は
、「
独
逸
刑
法
の
影

響
を
看
取
し
得
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
小
早
川
（
前
掲
注
（
54
））
一
六
八
頁
。

（
61
）  

西
原
（
前
掲
注
（
12
））
七
七
頁
。
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（
62
）  

片
山
著
・
杉
本
編
『
法
医
学
説
林
』（
前
掲
注
（
48
））
四
六
三
頁
以
下
。
小
早
川
（
前
掲
注
（
54
））
一
五
七
頁
に
よ
れ
ば
、『
刑
法
改
正
私

考
』
は
、
片
山
国
嘉
が
「
法
医
学
の
修
行
の
た
め
満
四
ヶ
年
独
墺
两
国
に
留
学
」
し
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
早
川
（
前
掲
注

（
54
））
一
五
七
頁
以
下
で
は
、
傷
害
罪
の
成
立
過
程
に
お
け
る
同
書
の
影
響
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）  
片
山
著
・
杉
本
編
（
前
掲
注
（
48
））
四
六
八
頁
以
下
。
他
に
、「
殴
打
」
を
「
暴
行
」
と
改
め
る
こ
と
、「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
を

「
殆
ト
不
治
重
大
ナ
ル
精
神
ノ
疾
病
」
と
改
め
る
こ
と
、「
殆
ト
不
治
重
大
ナ
ル
身
体
ノ
疾
病
」
に
つ
い
て
も
規
定
す
べ
き
こ
と
等
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
片
山
著
・
杉
本
編
（
前
掲
注
（
48
））
四
六
四
頁
以
下
。
な
お
、
片
山
国
嘉
に
は
、「
帝
国
大
学
総
長
ノ
手
ヲ
経
テ
司
法
大
臣
ニ
提
出
」
さ

れ
た
、
明
治
二
九
年
一
〇
月
三
一
日
付
の
意
見
書
で
あ
る
「
刑
法
草
案
修
正
卑
見
」
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
二
八
年
草
案
に
対
す
る
も
の
で
あ

る
。
片
山
著
・
杉
本
編
（
前
掲
注
（
48
））
五
六
九
頁
以
下
。

（
64
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
一
四
四
頁
。

（
65
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
一
七
頁
。

（
66
）  

こ
の
間
に
三
つ
の
改
正
案
が
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
お
け
る
傷
害
罪
及
び
重
傷
害
罪
の
内
容
（
法
定
刑
の
変
更
を
除
く
）

を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、
①
明
治
三
四
年
二
月
、
第
一
五
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
明
治
三
四
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
三
〇
〇
条
）」

（
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
3
）
―
Ⅰ
』（
前
掲
注
（
60
））
五
五
頁
）
は
、
重
傷
害
罪
の
結
果
と
し
て
「
外
観
ノ
不
具
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
ほ

か
は
、
明
治
三
〇
年
刑
法
草
案
と
同
内
容
で
あ
る
。

　
　
　

次
に
、
②
明
治
三
五
年
一
月
、
第
一
六
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
明
治
三
五
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
九
九
条
、
第
一
六
回
帝
国
議

会
）」（
内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
4
） 

日
本
立
法
資
料
全
集
24
』（
一
九
九
五
年
）
五
三
頁
）
は
、
①
と
同
内
容
で
あ
る
。

婦
女
の
頭
髪
の
切
除
・
毀
損
に
関
す
る
規
定
は
、
貴
族
院
に
お
け
る
審
議
の
過
程
で
削
除
さ
れ
た
。

　
　
　

③
明
治
三
五
年
一
二
月
、
第
一
七
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
明
治
三
五
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
九
八
条
、
第
一
七
回
帝
国
議
会
）」

（
内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
5
）
日
本
立
法
資
料
全
集
25
』（
一
九
九
五
年
）
三
四
三
頁
）
は
、
②
の
審
議
結
果
を
受
け
て

婦
女
の
頭
髪
の
切
除
・
毀
損
に
関
す
る
規
定
が
な
い
点
以
外
は
、
②
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

（
67
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
注
（
97
）
も
参
照
。

（
68
）  

「
外
観
ノ
不
具
」
に
つ
い
て
は
、「
明
治
三
四
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
三
〇
〇
条
）」（
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
3
）
―
Ⅰ
』（
前
掲
注
（
60
）） 

五
五
頁
）
に
お
い
て
既
に
見
ら
れ
る
。

（
69
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
二
三
二
頁
以
下
。
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（
70
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
二
三
七
頁
。

（
71
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
二
七
六
頁
。

（
72
）  

衆
議
院
に
お
け
る
審
議
で
九
六
条
（
公
務
員
侮
辱
罪
）
が
削
除
さ
れ
た
た
め
、「
明
治
四
〇
年
『
刑
法
改
正
案
』
に
対
す
る
衆
議
院
修
正
可
決

案
（
政
府
提
出
衆
議
院
回
付
）」
の
時
点
で
、
傷
害
罪
は
、
二
〇
五
条
か
ら
二
〇
四
条
に
繰
り
上
が
っ
て
い
る
。
内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法

〔
明
治
四
〇
年
〕（
7
）　

日
本
立
法
資
料
全
集
27
』（
一
九
九
六
年
）
三
四
八
頁
。

（
73
）  
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
2
）』（
前
掲
注
（
57
））
一
八
頁
は
、
傷
害
罪
に
お
い
て
刑
の
細
分
化
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、「
第

二
三
回
帝
国
議
会
提
出
明
治
四
〇
年
・
刑
法
改
正
案
で
あ
る
。
法
律
取
調
委
員
会
作
成
の
明
治
三
十
九
年
・
刑
法
改
正
案
に
は
、
ま
だ
そ
の
規
定

は
残
さ
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
74
）  

「
明
治
四
〇
年
『
刑
法
改
正
案
』
に
対
す
る
貴
族
院
修
正
可
決
案
（
政
府
提
出
貴
族
院
回
付
）」
及
び
「
明
治
四
〇
年
『
刑
法
改
正
案
』
に
対
す

る
衆
議
院
修
正
可
決
案
（
政
府
提
出
衆
議
院
回
付
）」
参
照
。
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
7
）』（
前
掲
注
（
72
））
四
八
頁
以
下
及
び
三
四
八
頁
。

（
75
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
三
五
二
頁
以
下
。

（
76
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
三
五
三
頁
以
下
。

（
77
）  

田
中
正
身
『
改
正
刑
法
釈
義
下
巻　

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
36
』（
一
九
九
四
年
〔
一
九
〇
八
年
〕）
一
〇
一
三
頁
で
は
、「
医
学
上
ノ
成
語

ニ
基
キ
改
メ
テ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
78
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
三
五
二
頁
以
下
。

（
79
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
6
）』（
前
掲
注
（
9
））
三
五
三
頁
。

（
80
）  

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
刑
法
草
案
註
釈
（
下
巻
）』（
前
掲
注
（
37
））
三
三
一
頁
以
下
に
は
、「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
お
い
て
「
精
神
ノ
毀
傷
」
が
問

題
と
な
る
旨
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

（
81
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
松
下
正
明
総
編
集
『
精
神
医
療
の
歴
史
』（
一
九
九
九
年
）
二
五
一
頁
以
下
、
岡
田
靖
雄
『
日
本
精
神
科
医
療
史
』（
二

〇
〇
二
年
）
一
一
三
頁
以
下
等
参
照
。

（
82
）  

片
山
国
嘉
ほ
か
編
著
『
裁
判
医
学
提
綱　

前
編
』（
一
八
八
八
年
）。
同
書
は
、「
東
京
大
学
医
学
部
ノ
教
場
ニ
於
テ
講
述
セ
ル
裁
判
医
学
ノ
綱

領
ヲ
提
記
シ
タ
」（
例
言
一
頁
）
も
の
で
あ
る
。

（
83
）  

片
山
ほ
か
編
著
（
前
掲
注
（
82
））
一
三
七
頁
以
下
。

（
84
）  

片
山
ほ
か
編
著
（
前
掲
注
（
82
））
一
四
二
頁
。
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（
85
）  

片
山
ほ
か
編
著
（
前
掲
注
（
82
））
一
四
五
頁
。

（
86
）  

片
山
ほ
か
編
著
（
前
掲
注
（
82
））
一
九
七
頁
以
下
。

（
87
）  

片
山
ほ
か
編
著
（
前
掲
注
（
82
））
二
五
八
頁
以
下
。

（
88
）  
同
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
政
府
委
員
の
倉
富
勇
三
郎
は
「
傷
害
罪
ハ
誠
ニ
種
々
ナ
事
情
ガ
ア
ル
、
又
旧
案
ノ
如
ク
一
号
カ
ラ
七
号
マ
デ
ヲ
掲

ゲ
テ
見
タ
ト
コ
ロ
ガ
決
シ
テ
ソ
レ
デ
十
分
ト
云
ウ
訳
ニ
ハ
行
カ
ナ
イ
、
結
局
旧
案
ニ
於
テ
重
大
ニ
シ
テ
不
治
ナ
ル
精
神
身
体
ノ
疾
病
、
又
ハ
外
観

ノ
不
具
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
汎
博
ナ
規
定
モ
設
ケ
テ
置
イ
タ
ヤ
ウ
ナ
次
第
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
と
説
明
し
て
い
る
。「
明
治
四
〇
年
三
月
四
日
衆
議
院
刑

法
改
正
案
委
員
（
特
別
調
査
委
員
）
会
議
録
（
速
記
）
第
七
回
」
内
田
ほ
か
編
『
刑
法
（
7
）』（
前
掲
注
（
72
））
一
九
八
頁
。

（
89
）  

内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
2
）』（
前
掲
注
（
57
））
一
七
二
頁
。

（
90
）  

当
該
資
料
に
つ
い
て
は
、「
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
の
作
成
に
な
る
公
式
の
『
理
由
書
』
で
は
な
い
が
、
刑
法
改
正
の
要
点
を
説
明
し
、
立
法

上
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
書
か
れ
て
お
り
、
刑
法
改
正
の
趣
旨
お
よ
び
要
点
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
内
田
ほ

か
編
著
『
刑
法
（
2
）』（
前
掲
注
（
57
））
二
六
頁
以
下
。

（
91
）  

亀
山
貞
義
校
閲
、
溝
淵
正
気
・
藤
田
次
郎
共
著
『
新
旧
対
照
刑
法
草
案
理
由
書
』（
一
八
九
八
年
）
二
七
七
頁
。

（
92
）  

団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
（
5
）』（
一
九
八
六
年
）
七
五
頁
〔
小
暮
得
雄
〕。

（
93
）  

大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
〔
第
二
版
〕
第
一
〇
巻
』（
二
〇
〇
六
年
）
三
八
七
頁
〔
渡
辺
咲
子
〕
も
、「『
身
体
』
と
は
精
神

機
能
を
含
む
、
人
の
生
身
の
『
か
ら
だ
』
を
い
う
」
と
す
る
。

（
94
）  

最
判
昭
和
二
七
年
六
月
六
日
（
刑
集
六
巻
六
号
七
九
五
頁
）
等
。

（
95
）  

こ
れ
と
は
逆
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
い
て
は
、
精
神
的
障
害
を
直
截
に
傷
害
概
念
（
健
康
侵
害
概
念
）
に
含
め
る
見
解
（
精
神
症
状
包

含
説
）
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、
同
国
の
最
高
裁
（
Ｏ
Ｇ
Ｈ
）
の
立
場
も
同
様
で
あ
り
、
判
例
に
は
、
無
形
的
方
法
に
よ
る
純
粋
な
精
神

的
障
害
に
つ
い
て
も
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
得
る
旨
判
示
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
前
掲
注
（
2
））
一
〇
五
頁
以

下
で
紹
介
を
試
み
た
。

（
96
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
林
（
前
掲
注
（
6
））
二
五
一
頁
、
二
五
三
頁
、
三
浦
愛
「
イ
ギ
リ
ス
刑
法
に
お
け
る
精
神
的
障
害
と
嫌
が
ら
せ
に
つ

い
て
」
法
学
研
究
年
誌
（
東
北
学
院
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
）
一
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
三
頁
以
下
等
参
照
。

（
97
）  

頭
髪
の
切
断
に
対
す
る
評
価
も
傷
害
概
念
に
関
す
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
旧
刑
法
下
で
は
、
三
〇
一
条
と
の
関
係
で
、「
芸
娼
妓
ノ
頭
髪
ヲ
切
断
シ
テ
二
十
日
以
上
ノ
間
営
業
シ
能
ハ
サ
ル
ニ



法学政治学論究　第98号（2013.9）

68

至
ラ
シ
メ
タ
」
場
合
等
を
例
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
（
高
木
（
前
掲
注
（
41
））
八
四
三
頁
以
下
等
）。
ま
た
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過

程
で
は
、
第
一
六
回
帝
国
議
会
の
貴
族
院
刑
法
改
正
案
特
別
委
員
会
に
お
い
て
議
論
が
見
ら
れ
る
。
同
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
「
明
治
三
五
年

『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
九
九
条
、
第
一
六
回
帝
国
議
会
）」（
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
4
）』（
前
掲
注
（
66
））
五
三
頁
）
で
あ
り
、
同
改
正

案
に
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
。

　
　
　

第
二
百
四
十
条　

人
ノ
身
体
ヲ
傷
害
シ
タ
ル
者
ハ
五
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
百
円
以
下
ノ
罰
金
若
ク
ハ
科
料
ニ
処
ス

　
　
　
　
　

婦
女
ノ
頭
髪
ヲ
切
断
又
ハ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
一
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
五
十
円
以
下
ノ
罰
金
若
ク
ハ
科
料
ニ
処
ス

　
　
　

当
該
規
定
に
関
し
て
は
、「
明
治
三
五
年
第
一
六
回
帝
国
議
会
提
出
『
刑
法
改
正
案
』
理
由
書
」（
内
田
ほ
か
編
著
『
刑
法
（
4
）』（
前
掲
注

（
66
））
一
三
八
頁
）
で
は
、「
一
般
ニ
毛
髪
ヲ
切
断
ス
ル
如
キ
ハ
本
条
ノ
傷
害
罪
タ
ラ
ス
ト
雖
モ
婦
女
ノ
頭
髪
ハ
特
ニ
之
ヲ
保
護
ス
ル
必
要
ア
ル

ヲ
以
テ
新
ニ
本
条
第
二
項
ヲ
設
ケ
タ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
政
府
委
員
の
石
渡
敏
一
は
、
頭
髪
の
切
断
に
つ

い
て
は
、
毛
髪
は
「
身
体
ノ
一
部
デ
ア
ル
ト
思
フ
、
唯
傷
害
ノ
中
ニ
這
入
ラ
ヌ
ト
思
フ
」
と
発
言
し
て
い
る
。
同
じ
く
政
府
委
員
の
古
賀
廉
造
は
、

頭
髪
の
切
断
は
同
条
一
項
に
は
含
ま
れ
な
い
、
毛
髪
は
身
体
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
そ
の
切
断
は
「
傷
害
デ
ハ
ナ
イ
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
、
本
条
ハ

実
際
上
屢
々
頭
髪
ヲ
切
ラ
レ
タ
者
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
現
行
法
ニ
於
テ
之
ヲ
罰
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
ノ
デ
困
ッ
タ
コ
ト
ガ
ア
ッ
タ
為
ニ
之
ヲ
加
ヘ
タ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
発
言
し
て
い
る
。

　
　
　

こ
れ
ら
の
内
容
に
照
ら
せ
ば
、
立
法
者
は
、
頭
髪
の
切
断
は
傷
害
で
は
な
い
と
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
に
、
大
判

明
治
四
五
年
六
月
二
〇
日
（
刑
録
一
八
輯
八
九
六
頁
）
は
、
剃
刀
で
女
性
の
頭
髪
を
根
本
か
ら
切
断
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
傷
害
罪
の
成
立
を
否

定
す
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
立
法
者
の
理
解
に
合
致
す
る
も
の
と
い
え
る
。
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薮
中　

悠
（
や
ぶ
な
か　

ゆ
う
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会　
　

日
本
刑
法
学
会

専
攻
領
域　
　

刑
法

主
要
著
作　
　

 「
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
議
論

を
中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）


